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最初の笑顔： 

ニホンザルの赤ちゃんにおける自発的微笑 

概要 

 京都大学霊長類研究所の 川上文人(かわかみ ふみと)研究員，友

永雅己(ともなが まさき)教授，鈴木樹理(すずき じゅり)准教授の

グループは，京都大学霊長類研究所に暮らす生後 4 日から 21 日齢

の 7 個体のニホンザルの赤ちゃんを観察し，「笑顔の起源」とされ

る自発的微笑が見られることを確認しました。自発的微笑とは，睡

眠中に唇の端が上がる動きのことで，外部からの視聴触覚刺激によ

らず生じるため「自発的」とされています。ヒトとチンパンジーで

は，生後 1 か月までの新生児期やそれ以降の乳児期にも見られるこ

とがわかっています。ニホンザルの赤ちゃんでも目撃例はあったも

のの，今回のように体系的に行われた研究はありませんでした。 

 7 個体のニホンザルの赤ちゃんについて，合計 93 分の睡眠をビ

デオで撮影しました。その中で，すべての赤ちゃんが少なくとも 1 回，合計 58 回の自発的微笑を見せまし

た。微笑の頻度や継続時間に日齢や体重の影響は見られませんでした。ヒトとニホンザルの自発的微笑との

間には，類似点と相違点が見られました。類似点は 2 つあります。1 つは浅い眠りである不規則睡眠中にだけ

見られたということです。この点はヒト，チンパンジー，ニホンザルに共通した特徴です。2 つめの類似点は

ヒトでもニホンザルでも生後 1 か月までの新生児期では，微笑が頬の片側に見られることが両側に比べて多

かったという点です。その一方で、ヒトの赤ちゃんとは異なる点も見つかりました。微笑の形が最も強くな

るまでに要する時間がニホンザルの方が短く，より引きつったように見えるという点でした。また、チンパ

ンジーの自発的微笑と比較すると，ニホンザルの方が観察時間あたりの微笑の頻度が多かったという違いが

見られました。 

 この研究はヒト科以外の霊長類においても，笑顔の起源とされる自発的微笑が多く見られることを示し，

その微笑にヒトとチンパンジーとは異なる点もあることを見いだしました。ニホンザルに自発的微笑が見ら

れたことにより，その微笑が存在する意味について，これまでと異なる視点から議論することが可能となり

ます。 

本研究成果は 8 月 3 日午前 0 時（日本時間），霊長類学に関する国際誌「プリマーテス」に掲載されまし

た。 

 

 

 

１．背景 

 ヒトは楽しいときだけではなく，さまざまな場面で笑顔を見せ，ときには笑顔を巧みに使って他者との関

係を維持しています。その笑顔の起源とされているのが，睡眠中の自発的微笑です。この自発的微笑は生ま

れた直後から生後 2，3 か月までのヒトの乳児だけが見せるものと考えられてきました。しかしながら，近年

のわれわれの研究で，ヒトは胎児期から少なくとも 1 歳過ぎまで自発的微笑を見せることがわかっています。

さらに，ヒトに最も近い種であるチンパンジーの赤ちゃんにも自発的微笑が見られることが明らかになって

きました。自発的微笑はヒトにのみ出現するものではないのです。 

図 1. 生後 7 日目のニホンザルの赤ち

ゃんによる自発的微笑 
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 ヒトもチンパンジーも日常生活で笑顔を見せます。自発的微笑が笑顔の起源であるなら，笑顔を見せる種

では自発的微笑が見られる可能性があると考えられます。ヒトやチンパンジーとは約 3000 万年前に共通祖先

から枝分かれして進化してきたニホンザルも，遊びのときに口を開けて笑顔を見せます（プレイフェイス）。

そのことから，ニホンザルの赤ちゃんも睡眠中に自発的微笑を見せる可能性があります。 

 これまで，自発的微笑は生後 2，3 か月で消失すると考えられてきました。その時期は一般的に「笑顔」と

される，覚醒中に他者に対して見せる社会的微笑が多く見られるようになる時期と重なります。その点と形

状の類似から，自発的微笑は後の笑顔につながるものであると考えられてきました。しかし前述のように，

最近のわれわれの研究から自発的微笑は 1 歳を過ぎても見られ，その後の笑顔と共存する期間が長いことか

ら，これら 2 種類の笑顔の関係の再検討が必要になってきました。さらに，自発的微笑がチンパンジーの赤

ちゃんにも見られたことが 2 つの笑顔の関係をより複雑にしました。チンパンジーもヒトと同じように普段

の生活で笑顔を見せるのですが，その形状は自発的微笑と異なります。チンパンジーの笑顔は，自発的微笑

のように唇の端が上がることは少なく，口を丸く開ける形で表出されます。ニホンザルが普段見せる笑顔も，

チンパンジーによるものと同じです。 

 われわれがこれまでにおこなってきた予備的観察から、ニホンザルの赤ちゃんが自発的微笑を見せること

は示唆されていました。しかしながら、それがどのような頻度で出現し、どのような形で現れるのかについ

てはまったくわかっていませんでした。そこで、今回われわれは体系的に観察を行い、ニホンザルの赤ちゃ

んにおける自発的微笑を比較認知発達の観点から詳細に検討しました。 

 

 

２．研究手法・成果 

 7 個体のニホンザルの赤ちゃんについてそれぞれ 2 回ずつ，1 回 1 時間程度，安静な状態の下で観察を行い

ました。観察時の日齢は 4 日から 21 日でした。そのときに偶発的に見られた合計 93 分の睡眠をビデオで撮

影しました。その中で，すべての赤ちゃんが少なくとも 1 回，合計 58 回の自発的微笑を見せました（図 1、

図 2）。微笑の頻度や継続時間に日齢や体重の影響は見られませんでした。 

 ヒトとチンパンジーによる自発的微笑との類似点と相違点から，ニホンザルの自発的微笑の特徴が明らか

になりました。類似点は 2 つあります。1 つはすべての自発的微笑が浅い眠りの状態である不規則睡眠中に

見られたということです。これはヒト，チンパンジーと同じです。不規則睡眠中は脳も活動しているため，

その脳活動が自発的微笑の出現に影響している可能性があります。もう 1 つの類似点は，ヒトでもニホンザ

ルでも生後 1 か月までの新生児期は，自発的微笑が頬の片側に見られることが多かったという点です(図 3)。

ヒトではその後，頬の両側に現れる自発的微笑が増えていきます。 
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図 2. ニホンザルの赤ちゃんにおける自発的微笑。A-F は個体番号、アルファベットの次の数字は観察セッ

ションの番号、ハイフンの次の番号は各微笑の ID 番号を示す。Neutral：微笑前、Peak: 微笑が最大になっ

たとき  
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 相違点も 2 つあります。1 つは，自発的微笑の形状が一番強くなるまでに要する時間をヒトとニホンザル

で比較した結果，ニホンザルの方がその時間が短かったという点です(図 4)。これはニホンザルの自発的微笑

では口角が瞬時につり上がることを意味しています。そのため見た目としてより引きつったような印象を与

えます。生物の身体が大きいほど動作が遅くなるという法則が知られています。この研究でのニホンザル新

生児の平均体重は 530 グラムでヒト新生児(平均 2915 グラム)に比べ小さいため，その法則が影響した可能性

があります。2 つ目の相違点は，不規則睡眠時間あたりの自発的微笑の頻度に見られました。ニホンザルは

1.4 時間に 58 回(41.43 回/時間)，チンパンジーは 304 時間で 60 回(0.20 回/時間)，ヒトは 10 時間で 24 回(0.42

回/時間)でした。つまりニホンザルの赤ちゃんは非常に多くの自発的微笑を見せたことになります。 

  

  

ニホンザルの赤ちゃんにもあきらかに自発的微笑は存在しました。比較認知科学の観点からみてこの結果

にはどのような意義があるでしょうか。自発的微笑は養育者の育児に対する態度を変化させるために存在す

るという説があります。養育者が赤ちゃんの自発的微笑を見ると，その幸せそうな可愛らしさから，より育

児に積極的になるのかもしれません。しかし，この説はニホンザルの自発的微笑には当てはまりません。前

述のように，ニホンザルの笑顔は自発的微笑の形とは異なります。そのため養育に関わる母親がもし自発的

微笑を見たとしても，それを笑顔とは感じず，育児する意欲をかき立てる幸せな表情として映らないのです。

それはチンパンジーについても同じです。実際、チンパンジー乳児が 2 か月頃から示す笑顔には養育者や他

のおとな個体の積極的なかかわりを引き出す効果があるようです。では、何のために自発的微笑は存在する

のでしょうか。1 つには、頬の筋肉の発達を促す可能性が挙げられるでしょう。ニホンザルやチンパンジーは

笑顔を見せるときには頬の筋肉を動かす必要はありませんが，恐れや相手に対する服従を意味する表情（グ

リメイス）にはその筋肉を使います。グリメイスはその形状の類似と，他者との関係を平穏に保つという機

能から，ヒトの笑顔の進化的起源のひとつであるという議論があります。今回の結果は，自発的微笑がヒト

の笑顔やそれと進化的に関わる表情の発達的起源として機能している可能性を示唆しています。自発的微笑

にはまだ謎が多く，今後もさらなる研究の進展が期待されます。 
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図3. ニホンザルによる自発的微

笑の表出部位の割合と標準誤差
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図4.  自発的微笑の形状が一番強く
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＜注意事項＞ 

この資料に使用している図や写真等は報道にご使用いただけます。著作権(版権)等の問題はございません。 

 

論文情報 
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以下リンクから、2016/年 10月 3日までオープンアクセスでご覧いただけます。 

http://link.springer.com/article/10.1007/s10329-016-0558-7 

 

研究組織 

川上文人，友永雅己，鈴木樹理(京都大学霊長類研究所) 

 

本研究は，科学研究費補助金 特別研究員奨励費「笑顔の系統発生と個体発生: ニホンザル新生児からヒト

2 歳児までの進化と発達」(課題番号: 11J07455)，「笑顔の起源：ヒト科を対象とした比較認知発達科学」(課題

番号: 13J00208)，若手研究(B)「笑顔をもちいた対他者関係の比較認知発達科学」(課題番号: 16K21128)，奨励

研究(A)「霊長類新生児における運動・認知・社会的発達とその相互作用」(課題番号: 11710035)，基盤研究(C)

「社会的認知の知覚的基盤:比較認知からのアプローチ」(課題番号: 13610086)，基盤研究(B)「表象形成の多様

性，多重性，階層性―比較認知発達科学からのアプローチ―」(課題番号: 19300091)，特別推進研究「認知発

達の霊長類的基盤」(課題番号: 20002001)，基盤研究(S)「海のこころ、森のこころ─鯨類と霊長類の知性に関

する比較認知科学─」(課題番号: 23220006)，特別推進研究「知識と技術の世代間伝播の霊長類的基盤」(課題

番号: 24000001)，基盤研究(S)「野生の認知科学：こころの進化とその多様性の解明のための比較認知科学的

アプローチ」(課題番号: 15H05709)，および京都大学霊長類研究所共同利用研究費(研究番号: 2000-A-9-1，2003-

B-1，2007-B-1，2008-B-15，2009-B-15，2010-B-4)の研究資金援助のもと行われました。 

 

 

http://www.springer.com/life+sciences/animal+sciences/journal/10329
http://link.springer.com/article/10.1007/s10329-016-0558-7

